
い 

ろ 

は 

文 

字 

鋂
く
さ
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（
そ
の
二
十
四
ー
き
れ
ぎ
れ
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い
ろ
は
に
ほ
へ
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ち
り
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る
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色
は
匂
へ
ど 

散
り
ぬ
る
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わ
か
よ
た
れ
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つ
ね
な
ら
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我
が
世
誰
ぞ 

常
な
ら
む 

う
ゐ
の
お
く
や
ま 
け
ふ
こ
え
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有
為
の
奥
山 

今
日
越
え
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あ
さ
き
ゆ
め
み
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ゑ
ひ
も
せ
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浅
き
夢
見
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ひ
も
せ
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（
ん
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い

ろ
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岡
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の
児 こ

よ 

 



 
 

 

吉
事

よ

ご

と

願
ふ
た 

 
 

 
 

楽
し
き
世
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大
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や
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さ
に
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え
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今
日

け

ふ

も
歯
に
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や
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玉
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こ
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天
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へ
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見
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き
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（
令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
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註 

 

吉
事

よ

ご

と

願
ふ
た…

…
＝
新
し
い
元
号
に
変
わ
っ
た
こ
の
年
、
台
風
、
大
雨
、
洪
水
、
河
川
氾
濫
等

が
八
月
か
ら
九
月
、
十
月
と
相
次
ぎ
、
九
州
北
部
、
東
海
、
関
東
、
甲
信
、
東
北
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。 

大
阪
騒
ぐ…

…

＝
数
年
後
に
は
「
大
阪
都
」
な
る
も
の
が
で
き
る
そ
う
だ
。 

今
日

け

ふ

も
歯
に
問
ふ…

…

＝
こ
こ
一
カ
月
近
く
歯
が
痛
く
て
痛
く
て
難
儀
し
て
い
る
。
あ
の
大

藪
歯
医
者
め
、
全
然
治
ら
ぬ
。 

天
は
秋
あ
あ…

…

＝
万
葉
集
巻
三
ー
二
七
一 

桜
田
へ 

鶴 た
づ

鳴
き
渡
る 

年
魚
市

あ

ゆ

ち

潟 が
た 

潮
干

に
け
ら
し 

鶴 た
づ

鳴
き
渡
る
（
高
市
黒
人

た
け
ち
の
く
ろ
ひ
と

） 

桜
田
は
今
の
名
古
屋
市
南
区
元
桜
田
町
、
桜
本
町
辺
り
ら
し
い
。
年
魚
市

あ

ゆ

ち

潟 が
た

は
か
つ
て

南
区
に
あ
っ
た
入
り
海
。
県
名
愛
知
の
元
。
ア
ユ
は
ふ
つ
う
寿
命
が
一
年
な
の
で
「
年

魚
」
の
字
を
当
て
る
。 

   

後 
 

記 

  

平
成
か
ら
元
号
も
変
わ
り
、
新
し
い
も
の
を
ま
た
ひ
と
つ
、
と
は
い
う
も
の
の
、
何
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
日
ば
か
り
が
過
ぎ
て
、
挙
句
が
こ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
駄
作
。 

（
岡
山
、
大
阪
、
愛
知
三
府
県
を
採
り
上
げ
て
い
る
の
は
作
者
の
全
く
の
個
人
的
理
由
） 

（
令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
） 


